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担当係   問い合わせ先
 ①～⑭・⑯・⑰・⑳・㉑ 高齢福祉課  業務係 ☎ 523-2111  内線1474、1475、1476
 ⑮・⑱ 高齢福祉課  在宅支援係 ☎ 523-2111  内線1478、1479
 ⑲ 福祉総務課  生きがいづくり係 ☎ 523-4012　

※費用は、弁当の種類によって異なります。（１食410円～637円）

　70歳以上の一人暮らし、互いの緊急事態に対し、救急車の手配等、適切な対応が困難な要介

護状態の者が属する70歳以上の高齢者世帯、又は同居家族が仕事等のため高齢者が日中独居と

なる世帯に対して、緊急時にあらかじめ登録した別居所にいる家族などに知らせることができる

機器取付等にかかる費用の一部を助成します。

　心身機能の低下により買物や食事の確保が困難な高齢者世帯等に、安否確認を兼ねた配食サー

ビスを行います。65歳以上の一人薯らし又は高齢者のみの世帯及び同居家族が仕事等のため日

中独居となる高齢者等に対して、週1〜7回（月～日曜日、ただし祝日と年末年始はお休み）ま

でで、昼食もしくは夕食のどちらかを選んでいただきます。

　脳・血管・心臓・呼吸器の慢性疾患により日常生活を営むうえで常時注意を要する状態にある、

65歳以上の一人暮らし、高齢者のみの世帯、および同居家族が仕事等のため高齢者が日中独居とな

る世帯に対して、家庭内で病気等の緊急事態に陥ったとき、機器により速やかに通報を行うシステム

を取り付けます。なお、シルバーホンシステムについては、協力員が必要です。
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　在宅でひとり歩きが見られる認知症の高齢者等を介護している同居のご家族に、位置情報を検

索できるＧＰＳ機器を貸し出します。また、日常生活賠償保険を附帯し、ひとり歩き時の万が一

の事故に備えることができます。

　

※所得により、初期費用の一部を負担していただきます。

⑯徘徊高齢者等家族支援サービス事業

　在宅でひとり歩きのおそれがある認知症等の高齢者に対し、ＱＲコードを記載した見守りシー

ルを配布します。利用者が行方不明となった際、衣服や持ち物に貼り付けられたシールに記載の

ＱＲコードを発見者が読み取ることにより、Ｗｅｂ上の伝言板に接続し、家族等と直接やり取り

ができることにより、行方不明者の身元確認及び保護を行うことができます。

　

※費用は無料です。（ただし、シールの追加については全額自己負担となります）

⑰高齢者見守りシール事業

⑱生活支援ショートステイ事業

⑲福祉会館の利用

⑳グループ旅行高齢者支援事業

㉑補聴器購入費助成事業
　難聴等により聞こえに課題がある18歳以上の方に対し、補聴器購入費の一部を助成します。

※聴覚障害による補聴器（補装具）の支給対象となる方は除きます。

※聴力要件、所得要件があり、申請には医師の意見書が必要です。

※事前申請後、認定補聴器専門店で購入した補聴器の購入費用のみが助成の対象です。
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フレイルリスク度セルフチェック
以下の設問に答えて、「はい」または「いいえ」を選択してください。

体力 1 この一年間に転んだことがありますか いいえ はい

2 １ｋｍぐらいの距離を不自由なく続けて歩くことができますか はい いいえ

3 目はふつうに見えますか（注：眼鏡を使った状態でも良い） はい いいえ

4 家の中でよくつまづいたり、滑ったりしますか いいえ はい

5 転ぶことが怖くて外出を控えることがありますか いいえ はい

6 この一年間に入院したことがありますか いいえ はい

栄養 7 最近、食欲はありますか はい いいえ

8
現在、たいていの物は噛んで食べられますか（注：入れ歯を使っ
てもよい）

はい いいえ

9 この 6 か月間に３ｋｇ以上の体重減少がありましたか いいえ はい

10
この６か月間に、以前に比べて体の筋肉や脂肪が落ちてきたと
思いますか

いいえ はい

社会 11 一日中家の外には出ず、家の中で過ごすことが多いですか いいえ はい

12
ふだん、２～３日に１回程度は外出しますか

（注：庭先のみやゴミ出し程度の外出は含まない）
はい いいえ

13
家の中あるいは家の外で、趣味・楽しみ・好きでやっているこ
とがありますか

はい いいえ

14 親しくお話ができる近所の方はいますか はい いいえ

15
近所の人以外で、親しく行き来するような友達、別居家族また
は親戚はいますか

はい いいえ

（出典：東京都健康長寿センター研修所）
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　初めて参加する65歳以上の高齢者を対象とした介護予防を目的に自主グループを作る全12回の

体操教室です。運動指導者が、健康体操応援プログラムを指導しながら、自主グループ化に向けた

支援を行います。各クラス週1回の頻度で実施します。会場は、市内公共施設等です。参加者募集は

広報たちかわ等で年1回程度です。

　自主的に健康体操応援プログラムを6か月以上行う意向のある65歳以上の高齢者を含む3人以上

のグループに、市で養成した体操指導者を合計7回派遣し、健康体操応援プログラムを指導します。

事業利用者には体操のテキストを配布し、CDまたはDVDを貸与します。定期的に体力測定も実施

します。

　自主的に健康体操応援プログラムを6か月以上行う意向のある65歳以上の高齢者を含む3人以上

のグループに、体操のテキストを配布し、CDまたはDVDを貸与します。理学療法士等が定期的に

体力測定を実施します。

　自主的に健康体操応援プログラムを6か月以上行う意向のある65歳以上の高齢者を含む3人以上

のグループに、体操のテキストを配布し、CDまたはDVDを貸与します。

※健康体操応援プログラムとは、たちかわ健康体操とラジオ体操第1を組み合わせたものです。たち

かわ健康体操は、体の体操13種類とお口の体操6種類から構成されている、ゆっくりスローテン

ポで行う立川市のオリジナル体操です。

健康体操応援プログラムは、
たちかわ健康体操とラジオ体操
を組み合わせたものです。

たちかわ健康体操の後にラジオ
体操第1を実施します。
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　超高齢社会を迎え、認知症高齢者も増加し続けています。認知症は誰でもかかる可能性がある脳の

病気です。高齢になっても、一人になっても、認知症になっても住み慣れた地域で安心して暮らし続

けるためには、地域全体が認知症に関する関心を高め、正しく理解し、支えあうことが大切です。認

知症になっても、周囲の人々の理解と気遣いがあれば、穏やかに暮らしていくことは可能です。地域

で暮らすみんなで、誰もが暮らしやすいまちをつくりましょう！

　認知症を正しく理解し、接し方などについての学びを深め、みんなで支え合うまちづくりを目指し、

「認知症サポーター養成講座」を実施しています。対象は市民の方、団体、小中学校、企業など、立川

市在住・在勤・在学であれば年齢や人数を問いません。受講者には認知症サポーターの印として認知症

サポーターカードを差し上げます。受講料は無料です（原則、事業所等ではテキスト代一冊121円と

送料がかかります）。

　また、地域で暮らす認知症の方をそっとサポートできるよう、認知症サポーターの方を対象にステッ

プアップ講座の開催とステップアップ講座修了生のための活動連絡会を実施しています。

　地域で支え合う力を高めることで、お互いに安心して暮らせる地域を目指しましょう。

（問合せ）各地域包括支援センター、各福祉相談センター（6ページ参照）

　認知症の高齢者がひとり歩きした際に早期に発見できるよう、介護者に位置情報を検索できるGPS

機器を貸し出します。また、日常生活賠償保険を附帯しており、万一の事故に備えることができます。

　ひとり歩きの恐れがある認知症等の高齢者に対し、QRコードを記載した見守りシールを配布しま

す。（46ページ⑯・⑰参照）

（問合せ）高齢福祉課業務係

　認知症カフェでは、認知症の方、ご家族の方、地域の方などが、カフェ形式で自由におしゃべりや

情報交換をしたり、テーマを設定して学びあったりしながら、楽しいひとときを過ごし、仲間作りを

進めています。

　認知症の方の（高齢でなくても可）家族会では、同じように介護している仲間と悩みや体験などを

語りあえる場です。人と話したり、介護の経験者に聞いてもらうことで、自分自身の気持ちの整理が

つくことがあります。日頃の介護で疲れた心身をリフレッシュしませんか。

徘徊高齢者家族支援サービス・高齢者見守りシール事業

　認知症地域支援推進委員：南部西ふじみ地域包括支援センター、中部たかまつ地域包括支援セン

ター、北部中さいわい地域包括支援センターに各1名ずつ配置されています。

　成年後見制度は、認知症高齢者など判断能力が不十分な方に成年後見人等を選任し、財産管理や身上

保護において不利益がないように保護・支援する制度です。この利用について支援を行うとともに、申

立てを行う親族等がいない方については「市長申立て」を行い、制度の利用をすすめます。

　東京都多摩若年性認知症総合支援センター：東京都が設置した若年性認知症専門の相談窓口（日

野市多摩平2-2-4 ニコール豊田ビル4階）です。専門の相談員がご本人やご家族、関係機関から

の相談に対応します。専用電話（042-843-2198）による相談は、月曜〜金曜の9時〜17時

（土・日・祝日・年末年始を除く）に行っています。来所による相談は予約制です。

　高齢福祉課：「かかりつけ医によるもの忘れ相談」を行っています。まだ、市のホームページか

らアクセスができる「認知症簡易チェックサイト」もあります。チェックした結果とともに相談

先が表示されます。認知症支援コーディネーターが配置されています。
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もっと知ろう
介護支援専門員（ケアマネジャー）の役割

こんな心配、ありませんか？
　　　　　こんな疑問、ありませんか？

　ケアマネジャーは、介護保険サービス利用の相談・調整をする専門職です。

◎日本の人口動態とケアマネジャーの現状
　ご存じのように、我が国は、2025年に団塊の世代が75歳を迎え、2040年には高齢者人口

がピークに達し、生産年齢人口の減少が見込まれています。また、介護保険制度の要である「ケア

マネジャー」の高齢化や離職・退職により既に人材不足が起きており今後更に深刻化する事が懸

念されています。

◎ケアプランとセルフケアプラン（自己作成）
　介護サービス利用に欠かせない「ケアプラン」は、もとは介護を必要としている人が作成する「セ

ルフケアプラン（自己作成）」から始まっています。「ケアプラン」は、自分でも作れるものなのです。

ケアマネジャーは、ケアプランの作成が難しい人の補助、代行を担うことが役割とされています。

◎ケアマネジャーに上手に相談するために…ケアマネについて紹介します
　正式名称は「介護支援専門員」といい、頼りになる「介護の相談援助の専門員」です。役割は、「契

約者（要介護認定者）が、必要な介護サービスが選択できるように提案したり、適切にサービス利用

ができるように調整すること」です。

　介護保険制度だけでは対応できない生活の困り事等にも、様々なサービスを組み合わせて、以下

のような関係機関などと連絡を取りながら、支援を行います。

介護支援専門員（ケアマネジャー）の役割を知ることで、気軽に互いに

気持ちよく相談することが、できます。

住み慣れた地域で、自分らしく暮らし続けることができるために、より

良い解決策を一緒に考えていきましょう。

立川市主任介護支援専門員連絡会パンフレット作成委員会

関係機関の一例

介護サービス事業所（訪問介護、訪問看護、訪問入浴、通所介護、通所リハビリ等）

病院、診療所、歯科、薬局、保健所

介護保険課、高齢福祉課、生活福祉課、障害福祉課、地域福祉課、福祉総務課、ごみ対策課

消費生活センター、地域包括支援センター、福祉相談センター、民生・児童委員

地域あんしんセンターたちかわ、地域福祉コーディネーター

成年後見人等（弁護士、司法書士、社会福祉士、行政書士等専門職後見人）

シルバー人材センター、スーパー、コンビニ、便利屋、鍵屋、葬儀社、街の電気屋

金融機関（郵便局、銀行、信用金庫）、タクシー会社、民間救急

不動産業者、管理会社、居住支援法人、住宅供給公社、JKK東京、UR都市機構

ちょこっとボランティア、傾聴ボランティア、地域猫活動

警察（交番）、消防、自治会、老人クラブ         

ケアマネジャーが
何でもやってくれると
聞いたんだけど・・・

ケアマネジャーは、
何でもできるわけではないけれど、
まずは相談してくださいね

通院に一緒に
行ってくれますか

医者にリハビリを
勧められて。。。

トイレが詰まった
ときに大変で

お金を下ろしに
行ってくれないかな

最近変な電話が
多いのよぉ

身寄りがない一人
暮らしが心配で

市役所の手続きが
わからない

1人で
出かけられないのよ

家族に迷惑を
かけたくないんだ

ゴミ捨てが
大変で




